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1. はじめに  
1997年に採択された京都議定書により、2008年～

2012年の5年間に、温室効果ガス5種の排出量の削減目

標を日本全体で6％と定められた。   

近年、CO2の排気量を削減に関連して、省エネルギー

住宅の一環として自然換気・通風を考慮した循環型住

宅の設計が求められている[1]。自然換気には第4種換

気として重力換気と風力換気に代表されるが、風力換

気による場合、換気量の計算上住宅外表面の風圧係数

(Cp値)の設定が必要となる。風圧係数は建物形状や規

模、配置等、周辺環境に大きく影響されるため、これ

らの影響を考慮した上での自然換気・通風設計を行う

ためには、風圧係数のデータベース化及び風圧係数予

測手法の確立が必要である。 

筆者は、これらの要求に対して文献[2]～[9]におい

て集合住宅ならびに戸建て住宅等の風圧係数に関する

規模および平面形状の異なる数多くの風洞実験結果や

風圧性状を提示してきた。特に、戸建て住宅に関して

は、独立住宅を対象とした屋根形状・平面形状変化の

結果に留まっていた。一方、一般的な住宅地において

は、周囲に数多くの隣接する同種の住宅で構成され、

配置形式や密集度の程度による風圧係数への影響は無

視できないものと考えられている。 

本報告では、隣接住宅の配置による影響、特に風圧

係数Cpおよび圧力係数ΔCpに対する風上隣接建物の影

効果について検討した。 

 
2. 実験方法 

今回、戸建住宅のように極めて小規模の建築物に関

して、風洞実験に用いられる入射気流は、1/83を縮尺

として再現した[10]。 

建物模型は、切妻屋根をもつ総2階建の戸建て住宅

で、屋根勾配θ＝18.9°、幅B=10.91ｍ、奥行きD=7.27

ｍ、軒高さｈ=5.83ｍ、軒の出ｄ＝45cm であり、同じ

く縮尺1/83で作成した。また、軒裏を含めて合計278点

の測定孔を設けた（Fig.1）。 

隣接する戸建て住宅の配列は、Fig.2 －a）とb）で

あり、それらの間隔寸法および実験風向の組み合わせ

はTable.1に示す通りである。 

風圧係数Cpおよび圧力係数ΔCpは、(1)式および(2)

式に定義される。 

 

Cp=Pe/qH                              (1) 

Q=αAV(CpA-CpB)
1/2＝αAVΔCp1/2          (2) 

 

   

 

 

 

 
 
Fig.1 風圧測定孔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.2 風上隣接住宅の配置 

 

Table 1  隣接住宅の配置と実験風向 

配列 Lx1 Lx2 Ly 風向 

Ｂ Ｂ Ｄ β(°) 

Slide 

type 

0, 

0.5, 

1 

 1, 

1.5, 

2, 

3 

-90°～

90°、 

11.25°

pitch 

Gap 

type 

 0.25, 

0.5, 

1 

0°～

90°、 

11.25°

pitch 
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ここに、Pe：建物表面の外圧、qH：軒高さHでの基準

速度圧、Q：流量、A：実開口面積、α：流量係数、V：

風速、A・B：建物面の点とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.3  換気・通気の模式図 

 

3. 実験結果および考察 

3.1 独立戸建住宅のCpおよびΔCp 
 Fig.4に代表として3風向のCp分布を示した。それ

ぞれは、一般的に見られる独立戸建住宅の平均風圧

分布に類似している。軒とけらばの出が45cmの影響

は、風上壁面の最大値を上部に押し上げる要素を持

つ。屋根勾配θ＝18.9°は、風向の変化に伴い風下

屋根の棟隅に、また風向θ＝90°ではけらば近傍に

おいて著しい負圧の増大をもたらす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.4 切妻屋根戸建住宅のCp分布 

 
Fig.5は、壁面の地上から0.57h（h：軒高）の風上

面(port:60~68)と風下面(port:154~146)のCpおよび

ΔCp（windward wall – reward wall ：ex. Cp60-Cp154）

の水平分布を風向β＝0°～90°の変化に対して求

めたものである。また、図の表示として、横軸を住

宅の幅Ｂで表し、測定孔の位置に合わせてプロット

している。なお、風下壁面についてはΔCpとの対応

を解りやすくするために、風上面から見た表示（左

端：port 154、右端：port 146）として作図してい

る。 

 

 

 

  １）風上壁面のCpAは、Fig.4との比較からも判るよう

に、風向βが0°～90°と変化すのに連れて、正圧

から負圧へと圧力の低下が示され、β≦45°の風

向において前縁(port 60)より後縁(port 68) のCp

の圧力低下が著しく、β＞45°の風向においては

風上壁面前縁での流れの剝離から後縁より前縁の

Cpの負圧が大となる傾向となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

a) 風上面の風圧係数CpA 
 

 
 
 
 
 
 

b) 風下面の風圧係数CpB 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

c) 圧力係数ΔCp (＝CpA - CpB) 
Fig.5  独立戸建住宅のCpと ΔCp（高さ0.57ｈ） 

 
２）風下面のCpBは、β＝0°においてCp≒－0.2を示

し、風向の変化とともにport 151で最少となる分

布を保持しながらCpが低下するが、β≧78.75°か

ら前縁でのCpの低下が最大となる。 

３）ΔCpは、端部の0.6から中央の0.96に分布するが、

風向β＝45°までは風上から見て左半分の壁面位置

においてβ＝0°のΔCpを上回る。しかし、β＞45°

においてはβ＝0°のΔCpを下回り、β＝90°の 
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風上壁面と風下壁面の風圧分布の対称性を示すΔCp

≒0まで漸減する。その際、中央部のΔCpが端部の

ΔCpを上回る傾向も示された。 

 

3.2 CpおよびΔCpの隣接建物による影響 

3.2.1 ずれ配置による影効果 
Fig.6－a～cは、Ly=D 一定のLx1=0～Bとした風向に

おけるβ＝0°のずれ配置のCp分布を示している。 

 隣接する風上住宅によって剥離した流れは、風下

の住宅のCpを増大させる。また、ずれ距離Lx1が増大

すると、風上面のCpが最大となる位置は徐々に中心

部に移動する。 

風上面のCpは、測定孔67付近で、かつ風向に関し

てもβ＝-22.5°において最大を示す。この傾向は、

Fig.7に示すように、Cpの最大値は、Ly=D～3Dの変化

に対してもさほど相違を示さない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.6 風上隣接住宅のずれ配置によるCp分布 

 
Fig.8 は、すべてのずれ配列について、風向β＝0°

のLevel=0.57hにおけるCpおよびΔCp分布を示し、独

立住宅の結果と比較している。 

１）風上面のCpは、Lx1＜B ではLy＝D～3Dに増大する

につれて圧力回復となるがLx1＝Bでは全く逆の変

化を示し、隣接住宅が接近するほど風上右半分の

面では独立住宅を上回るCpの増大が示された。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Fig.7  風上隣接建物のずれ配列による影響 

（風向-22.5°、Port 67） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Fig. 8風上隣接建物のLx1とLyによるCpと ΔCp

（風向β＝0°、Level=0.57ｈ） 

 
２）風下壁面におけるCpは、Ly＝D～3Dに増大にはさ

ほど相違は示さず、Lx1が増大するに連れてCpは低

下する。しかしLx1＝Bにおいても独立住宅のCp=－

0.2以下である。 

 

 
 

a) Lx1=0  Ly=D 

b) Lx1=0.5B  Ly=D 

c) Lx1=B  Ly=D 

β=－90° 

Ly 

B 

Lx1 

β=0° 

D 67 
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β 



３）ΔCpは、風下面のCpがさほど大きくないことか

ら、風上のCpの傾向と類似する。しかし独立住宅の

ΔCpを超えることはない。 
 

 Fig.9は、独立住宅のFig.5と同様の方法によって、

壁面の地上から0.57ｈの風上面と風下面のCpの差圧

ΔCpの水平分布を風向β＝－90°～90°の変化に対

して求めたものである。 

ΔCp は、Lx1＝0では、β＝－90°では風圧分布の対

称性からほぼ零となるが、Lx1＝0.5B～Bにおいては流

れが非対称となることで0.1～0.3の値を示す。ΔCp

の分布は風上面のCpの傾向と類似する。そして風向

が＋側に変化することによって風上住宅の影響から

ΔCpは増大する。特に、風上住宅のはく離流の風速

増大を受ける風向、Lx1＝0.5B：β＝－22.5°、Lx1
＝1B：β＝－33.75°において最大となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.9  ずれ配列によるΔCp（風向変化の影響） 

 

3.2.2  風上2棟のGap変化による影効果 
Fig.10は、風上壁面中心部(Port 64)におけるCpの

Gap幅Lx2と隣棟距離Lyの変化よる影響を示した。結果

は、Gap背後の２棟による縮流効果は、隣棟間隔Ly＝

Dにおいて最大となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Fig.10 Gap幅Lx2と隣棟距離Lyの変化よる影響 

 

Fig.11は、すべてのGap配列について、風向β＝0°

のLevel=0.57hにおけるCpおよびΔCp分布を示し、独

立住宅の結果と比較した。ΔCpは、風下面のCpがさ

ほど大きくないことから、風上のCpの傾向と類似す

る。しかし独立住宅のΔCpを超えることはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Fig.11   Lx2とLyによる ΔCp 

 
Fig.12は、Lx2＝B、Ly=DにおけるΔCpの風向変化に

よる影響を示したもので、ΔCpは、Gap幅Lx2の増大と

風向変化に対して、建物中央部近傍（port 65）にお

いて最大となることは、ずれ配置との大きな相違で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Fig.12  GapによるΔCp（風向変化の影響） 
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